
◆◆編集後記◆◆東日本大震災から3年を迎えました。犠牲になられた方々のご冥福を、心よりお祈りいたします。
私は復興のために自分にできることは何かと考え、わずかですが募金をしてきました。（りょ）

一関遊水地事業では、施工業者が作業員一人一人の安全意識の向上を図るために色々な工夫をし、事故防止へ
取り組んでいます。その一例をご紹介します。
盛土作業では、現場技術員・誘導員・重機オペレーター全員にトランシーバーを使用させて、作業間の調整・連絡を

行うことで建設機械との接触事故防止に努めています。さらに盛土材運搬時の事故防止のため『運搬経路危険マップ』
を作成し工事関係者全員に配布・指導を行い安全運転の向上を図っています。
地域住民の方々へは工事看板やのぼり旗で周知を行っておりますので事故防止にご協力お願いします。

【運搬危険経路マップによる指導】【トランシーバーの使用状況】

一関市立滝沢小学校 ５年 菅原 綾河さんが、平成２５年度【土砂災害防止に関する絵画・作文】で国土交通省審
査・優秀賞（事務次官賞）を受賞され、平成２６年３月１１日（火）に滝沢小学校校長室にて伝達式が行われました。
今年度は、岩手県内の小・中学校合わせて１５校から６６点の応募作品があり、綾河さんは、国土交通省で行っている
磐井川砂防探検隊に参加して、岩手・宮城内陸地震で発生した天然ダムの恐ろしさや砂防ダムの必要性などを見て
体験して学んだ事を作文にした作品が選ばれました。
また、国土交通省審査、岩手県審査のうち滝沢小学校では３作品が入賞作品に選ばれました。この作品を北上川学

習交流館 あいぽーとで展示していますので是非ご覧下さい。

【優秀賞（事務次官賞）を受賞した菅原綾河さん】【岩手県県土整備部 加藤総括課長より伝達】
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